
一般国道 474 号飯喬道路建設に伴う発掘調査        平成 2５年９月２８日（土） 

神之峯
かんのみね

城跡
じょうせき

 現地説明会の資料 

(一財)長野県文化振興事業団 長野県埋蔵文化財センター 

１ 調査の概要 
・調査場所：飯田市上

かみ

久
ひさ

堅
かた

7866 番地ほか 

・調査原因：国土交通省飯田国道事務所による一般国道 474 号飯
いい

喬
たか

道路建設工事 

・調査期間：平成 25 年 4 月 11 日～11 月 29 日（予定）  

・調査面積：14,044 ㎡ 

・検出遺構 

中世（15 世紀）以降：掘
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、土坑
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   中世（15 世紀）以前：礎石
そ せ き

建物
たてもの

跡
あと

の礎石？、柱穴？ 

２  これまでの調査で発見されたもの 
神之峯城は、室町・戦国時代（16 世紀頃）に、城周辺の天竜川以東を治めた国人

こくじん

領主
りょうしゅ

の知久
ち く

氏
し

の本城です。山頂には本丸跡と二の丸跡が残ります。知久氏は神之峯

城在城時に「知久十八ケ寺」（寺院）を建立したとされています。  

昨年度、「知久十八ケ寺」のひとつである「法心院
ほうしんいん

」推定地の近くで、15 世紀～

16 世紀の礎石
そ せ き

建物
たてもの

跡
あと

がみつかりました。 

 今年度は、3 箇所の尾根上（1 区、2 区、3 区）で調査しています。2 区では、検

出面で幅約 5ｍ、深さ約 3ｍの堀状の落ち込みが確認されました。落ち込みの断面は

Ｖ字のような形で、中世の山城でみられる堀を彷彿とさせますが、自然にできた可

能性もあります。発見場所が城の中心（本丸跡・二の丸跡）から離れていたので、

その場所にある理由について検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉川 

本丸跡・二の丸跡 

  ↓  

写真 1 神之峯城跡 調査区全景 

（北から神之峯城跡を臨む） 

見学場所 遺物展示場 

飯喬道路 用地 

写真 2 尾根上（2 区）でみつかった堀状の落ち込み 

 

 

見学場所 



写真 3 掘立柱建物跡（ST301） 

（約 5.4ｍ四方） 

 

写真 4 柱穴の中に設置した石 

（礎
そ

盤
ばん

石
せき

） 

写真 5 帯状に延びる礫 

３  今年の発掘調査で発見されたもの 

 今回の見学場所は、北東側の尾根（調査の便宜上、3-1 区と呼称）で、「知久十八

ケ寺」のひとつである「新慶寺
しんけいじ

」の推定地に当たります。 

①平坦な場所につくられた屋敷地―中世（15 世紀）以降― 

3-1 区は明治時代以降、畑として利用され、調

査前まで平坦な場所が広がっていました。調査で

は、耕作土を剥いだ面から 10 棟以上の掘立柱建物

跡や溝跡、土坑がみつかりました。掘立柱建物跡

は 3-1 区の中央部に密集し、東側と西側に、境界

を示す溝が南北方向に掘られていました。3-1 区

の尾根を削り、平坦な場所を確保することで屋敷

地を形成していたと考えられます。 

掘立柱建物跡は、建物跡の軸方向から 4 時期に

分かれます（裏面第 3 図①～④）。正方位（東西南

北）を向く建物（第 3 図①）が 2 棟あります。こ

の建物は総柱
そうばしら

であることから、高床
たかゆか

（床が地面よ

り上にある）と考えられます。3 間×3 間の建物跡

（ST301、写真 3）は母屋
お も や

、2 間×3 間の建物跡

（ST302）が母屋に付属する建物と考えられます。 

3-1 区の中央やや北西側には谷状に窪む場所が

あります。屋敷地は谷状の窪みを埋めたてた後に

つくられていました。埋め立てた土（造成土）の

中からは 15 世紀に瀬戸美濃地方（愛知県・岐阜県）

で焼かれた皿が出土しました。 

②谷状の窪みの中につくられた建物？―中世（15 世紀）以前― 

 谷状の窪みにトレンチ（試掘溝）を掘ったとこ

ろ、この窪みには何度も土を入れて埋め立ててい

ることがわかりました。埋め立てた土（造成土）

の上面には硬くたたきしめた場所や礎石建物の礎

石と思われる石、もしくは柱穴と思われる落ち込

みがみつかりました。また、拳
こぶし

大の礫が帯状に延

びる場所（写真 5）がみつかり、礫の間から 13 世

紀に中国で焼かれた青磁や香炉、15 世紀に瀬戸美

濃地方で焼かれた天目茶碗などが出土しました。

礫と陶磁器の出土状態から、捨てた場所であった

と考えられます。 

今後、谷状の窪みの中がどのように利用されて

いたかを明らかにしていこうと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 神之峯城跡 縄張り図 

(宮坂 1999『図解山城探訪』 

第7集に加筆) 図6 礎盤石の模式図 

図4 掘立柱建物跡の模式図 

図5 柱穴の模式図 
①  

①  ③  ②  

図3 各時期の掘立柱建物跡 

（奈良文化財研究所 編 2010 

『発掘調査のてびき ―集落

遺跡発掘編―』より引用) 
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図2 3-1区 遺構分布図 
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